今日わが国で用いられている文章について
（一）　　　　　　　　　　　　　　　　　隆熙4（1910）年7月24日付　皇城新聞1面

　今日我が韓国においてはすべてが一定していない。過渡時代にある国においては常にすべてが地方ごとに異なり、個人ごとに異なることを免れないものであるから、私はこのような現象をさほど悲観してはいない。ただ、これからどうなるのかということが心配なのである。実際、いつまでもこの状態がつづくわけはないのだから、この心配は決して無用なものではあるまい。なかんずく文章に関しては、諸般中もっとも重要なものであり、その国の文章のありかたによって、ゆうにその将来の文化も占うことが出来るし、栄枯を判断することも出来る。昔もそうであったし、いわんや今日においてはますますそうである。
　昔は一日に百里を歩いていっても十分に余裕があったものだが、今日では一日に千里を汽車で行っても余裕がない。昔は文字を学ぶことに十年余り費やしても、社会で活動する日は来たものだが、今日は文字の学習に一年費やすには忙しすぎる。かくも多忙な今日において、貴重な時間を文字の学習にむなしく費やせば、競争において劣敗者となることを免れえない。
　ところが今日の新聞雑誌が用いている文章を見ると、名は国漢文といいながらその実は純漢文にハングルで送り仮名をつけたものにすぎない。また、用語といえば、康煕字典を広げて探し出したかのごとく、漢学の素養が数十年なしには理解できないような難解な漢字を争って使っている。我が韓国の国民がすべて相当の素養があるならばともかく、実際には対多数の人間はそんな素養はもっていない。

（二）　　　　　　　　　　　　　　　　隆熙4（1910）年7月26日付　皇城新聞1面

　　それでこのような新聞や雑誌は極めてわずかな部分しか読まれず、したがってその効力は広く及ぶことができず、報道の責務も果たすことができない。今日は争って他を模倣する時代である。青年や学生たちは一定した文法を学ぶことが出来ないために、新聞や雑誌から文体を学ぶものが多い。やがて彼らもこのような文体を好むようになり、難解な文字をたくさん使って知識の多いふりをすることを名誉と考えるようになるだろう。それが癖になれば、こうした文体以外では書かないということになろうし、読者もまた、こうした文体以外はまともな文章でないと思うようになるだろう。もし、そうなった場合の損益はいかなるものか。
　　これが益になるというのならば、もちろん賛成するし、喜んで奨励もしよう。だが果たしてこれが益になるかと考えてみるに、多少なりとも常識のある者ならば否と言うはずだ。つまり損になるということである。その理由はすでに述べたのでこれ以上繰り返す必要はないであろう。問題は、いかなる文体を使うべきかである。
　　純ハングル文か、それとも国漢文か。

　　私の勝手にできるのならば、純ハングル文で書きたいし、やればできるとも思っている。しかし、それはかなりの困難を伴うことだと知っているので、主張するわけにはいかない。たとえ困難であってもこれは国にとって百年の計として断行すべきだという思想もないわけではない。だが現在の我が国は新知識を輸入することに手いっぱいの時期であり、理解が難しい純ハングル文だけで書くと新知識の輸入を阻害することになるかもしれないので、この意見は出さずに他日を期すことにして、私がいま主張する文体は、やはり国漢併用文である。それでは何が違うのかという疑問を読者諸君は抱かれることだろう。それについて説明しよう。

（三）　　　　　　　　　　　　　　　　隆熙4（1910）年7月24日付　皇城新聞1面

　　先に簡単に述べたように、今日使われている文体は国漢併用文とは名前のみで、実は純漢文にハングルで送り仮名をそえたに過ぎないものである。私が主張する国漢併用文は、名称は同じだが内容が違っている。すなわち、固有名詞や漢文に由来する名詞・形容詞・動詞など、ハングルでは書けないものだけを漢字で書いて、そのほかはすべてハングルで書こうというものである。これは実に窮余の一策であるが、時勢と状況がこうである以上はやむをえない。たとえ不味いものでも食べなくては生きていけないのと同じである。
　　こうすれば利益となることは読者にとっても明白であろうが、念のために、大綱を述べておく。

　　こうすることは著者と読者の両方にとっての利益である。広く読まれること、理解が容易であること、ハングル文に熟練してハングルを愛するようになることが読者にとっての利益であり、書くのに容易で、思想を述べるに楽で、複雑な思想も詳細に述べることができることが著者にとっての利益である。そのほかに、ハングルの勢力が強まることは国家にとっても幸いなことだ。ここまで書けば私の主張も意味のないものではないことが承知されるだろう。

もちろん漢文に熟練した少数の読者にとっては少々つらいかもしれないが、多数の読者そして将来のために、ここは犠牲を払っていただくしかない。もっともその犠牲は長つづきしないだろう。せいぜいで二ヶ月もすれば自由に読めるはずだから、心配はない。また書く側についていえば、これまで漢文で書いていた人たちは、最初は若干困難かもしれない。だが一つは筆で報国する者の責任の大きさを思い、二つはその困難が長くは続かないことを考えて、ぜひとも実行していただきたい。
これで本論は終わるが、多少、付け加えたいことがあるのでもう少しご辛抱願う。
我が国の人たちはまだ複雑な思潮に深く触れたことがないせいか、感受性が甚だ鈍く、何を聞いてもとくに感動するということがない。たとえあっても、ただ「そうだな」と言うだけで、これに賛成するでもなく、反対するでもなく、内心で賛成したとしても、（出さないのか、出せないのか）外に出すということをしない。これでは進歩や改革が容易ではない。それゆえ、読者諸君はこのことをおおいに考え、このような弊害をなくすようにしていただきたい。
最後に一言、申し添えておく。本論は筆を持つ方々だけを対象にしているように見えるかもしれないが、実際にはそうではない。教育に従事する方々と青年や学生を念頭において、一般の読者を対象に書いたものである。
